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研究成果の概要 

本研究では細胞搭載型の観察記録システムによって細胞が経験する様々なイベントを人工 DNA

メモリーに書き込んでいく「DNA イベントレコーダー」を開発し、マウスの全身発生の細胞系譜およ

び分化地図を手に入れ、次世代の生命科学のバックボーン・リソースとなるものを得る。 

昨年度に引き続き、高解像度マウス細胞系譜の記録、試験管内マウス胚培養、マイクロ RNA の活

性動態を記録、および細胞外小胞（EV）の運命（fate）記録（EV fate レコーディング）、のための基

盤技術群の整備を進めた。具体的には、Target-AIDを恒常的あるいは Creもしくは doxycycline依

存的に発現する塩基編集レポーターを有するマウスラインを樹立した。これらのマウスラインから得

られた IVF胚に対して、Barclock v2アレイライブラリーおよび piggyBac トランスポゾンを前核インジ

ェクションし、E13 胚までの細胞系譜推定に必要なパイロットデータを取得した。試験管内マウス胚

培養については、胎生 5.5 日（E5.5）から E11.0 までの胚培養に対応する基本プロトコルを確立し

た。さらに、マイクロ RNA 活性の経時的変動を観察するため、E13 マウス胚に最適化した組織透

明化および染色プロトコルを完成させた。EV fate レコーディング技術については、prime editor の

バージョンや EV内への prime editorの封入法を最適化し、細胞内（in cellulo）における EVを介し

た prime editorの送達および記録効率を著しく改善することに成功した。2025年度は、本年度まで

に整備したこれらの基盤技術群を用い、実際にマウス胚を対象として細胞系譜、マイクロ RNA 活

性動態、および EV fateの統合的な記録・解析を実施していく予定である。 
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